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●新型コロナウイルス感染症影響下における見守り・支援に係る生命保険

会社との連携・協力

●新区役所整備に向けたペーパーレス会議室の開設
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中野区企画部 広聴・広報課 03-3228-8803

２０２１年５月２５日

つながる はじまる なかの



2 0 2 １ 年 ５ 月 ２ ５ 日
区長定例記者会見資料

１

新型コロナウイルス感染症影響下における
見守り・支援に係る生命保険会社との連携・協力

【問合せ】地域支えあい推進部　地域包括ケア推進課長　小山

　    　　　　電話番号　03-3228-5403　
【発信者】企画部 広聴・広報課長　高村
　　　　　　　電話番号　03-3228-8928

　5月20日、地域に根ざした活動をしている明治安田生命保険相互会社新宿支
社と協定を締結した。
　同社と連携・協力することで、見守りや支援が必要な区民へのサポートを強化す
る。

中野区基本構想で描く１０年後に目指すまちの姿

「誰もが生涯を通じて安心して地域全体で支えるまち」の実現に向けて

「誰一人取り残されることない支援体制を構築します」に関する取組

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、見守りや支援の必要性が一層高
まっている。よって、中野区として取組を強化する必要がある。
　そのためには、まず生活相談などの支援やワクチン接種に関する情報を区民に
きめ細かく提供する。そして、支援が必要な区民の生活実態を把握する。



２

１　目的、連携・協力先　

明治安田生命保険相互会社新宿支社

▼中野区で地域に根ざした活動を実施
▼2月1日、新型コロナウイルス感染症対
策のために中野区へ寄附
▼中野区主催イベントへの協賛予定

連携・協力先

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、「中野区
高齢者見守り支援ネットワーク（元気でねっと）事業」の登録事
業者として中野区で地域に根ざした活動をしている生命保険
会社と連携・協力することで、見守りや支援が必要な区民への
サポートを強化する。

目的

▲ 協定締結式の様子
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２　連携・協力内容

▼契約者等への訪問の際に、以下の取組を行う。

　

▼定期的に中野区と同社で情報交換し、生活実態や区の取組の
検証などを行う。

連携・協力内容

▽新型コロナウイルス感染症に関する相談や支援策、生活相談のチラ
シを配布する。

▽新型コロナウイルスワクチン接種に関するチラシを配布する。

▽ポストに郵便物が溜まっているなどの異変を発見した場合は、中野
区（すこやか福祉センター）に連絡する。

▽生活に関する相談を受けた際、担当窓口を案内・紹介する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など



４

３　期待される効果、今後の展開

今後の展開

▼見守り・支援の取組の成果を検証し、今後の連携・協力につ
いての見直しや健康増進に関する連携・協力等へ拡充していく。

▼同社との連携・協力をPRすることで、他の生命保険会社とも
連携・協力を図っていく。

▼同社は、中野区民との契約数（約1５,000）が多く、２０代か
ら８０代まで幅広く顧客を有している。地域や区民に精通して
いる同社と連携・協力することにより、これまでアプローチでき
なかった層への情報提供や支援が可能になる。

▼感染症の影響下における見守り・支援の具体的な取組を連
携・協力してもらうことにより、取組の効果を検証できる。

期待される効果
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新区役所整備に向けたペーパーレス会議室の開設

【問合せ】　総務部 新区役所整備課長　中村　

　　　　　　　　　　電話　03-3228‐5445
【発信者】　企画部 広聴・広報課長　高村
　　　　　　　　　　電話　03-3228-8928

　2024年度に竣工予定の新区役所の整備に向け、紙を使わない会議の
実現、紙文書や台帳の電子化などＩＣＴ環境の整備による、効率的な業務
執行及び執務スペースの有効活用を目的としたペーパーレスの取り組み
を推進する。
　その一環として、現中野区役所内に「ペーパーレス会議室」を開設した。

持続可能な区政運営を実現するための基本方針
「社会の変化に対応した質の高い行政サービスの提供」に関する取組



１　ペーパーレス推進に係る現状・課題

２

▼２０２４年度の庁舎移転に向けて、新区役所の整備を進めている。
　庁舎移転を見据えて、効率的な業務執行及び執務スペースの有効活用を目
的としたペーパーレスの取組を進めている。

▼中野区保有文書の削減
　職員個人で保有する文書は２０㎝以下、組織で保有する文書は現状比６０％
に削減されている。

▼ＩＣＴ環境の整備
　▽会議資料は原則全てを電子化し、紙資料の配布がない会議環境が整備さ
　れている。
　▽文書が整理され、職員が必要な情報に適切にアクセスし、共有や作業でき
　るしくみが構築されている。　

▼現在中野区で保有している文書量が、新庁舎での想定収容量を超えている。
▼電子会議ができる場所が限られている、紙文書の電子化が進んでいない
など、各職場におけるＩＣＴ環境が整備されていない。

現状

課題

目標



２　ペーパーレス会議室の設置目的、仕様

３

▼目的

　▽紙の会議資料の削減を図る。
　▽職員のペーパーレスに対する意識を醸成する。　　　

▼利用開始日
　2021年５月２５日から

▼設備仕様

　▽大型モニター２台
　▽説明者用パソコン１台
　▽ベンチ型座席（２４席程度）

　▲座席スペース　▲説明者スペース　▲ペーパーレス会議室
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３　ペーパーレス会議室の想定用途、今後の展開

▼各職場で行われる定例会議での利用をきっかけに、ペーパーレス会議の習慣化と
普及を目指す。
▼会議室の使い勝手やペーパーレスの効果に関するアンケートを利用の都度実施し、
検証結果を新庁舎の会議室の運用や仕様検討に活用する。

▼想定用途
　▽資料作成（チーム内で資料を確認し、ブラッシュアップする）
　▽係長会、部課長会などの定例会議（資料の共有や協議の場）
　▽プレゼンテーション
　▽説明会・研修（少人数を対象とした資料の説明）　　など

　▲利用イメージ（プレゼンテーション） 　▲利用イメージ（資料の共有や協議の場）

今後の展開
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中野区新型コロナウイルスワクチン接種

【問合せ・発信者】
　　　　　　　企画部 広聴・広報課長　高村
　　　　　　　電話　03-3228-8928

▼4月28日に、75歳以上の方から開始したワクチン接種は、概ね順調。今のところワクチン
接種のキャンセルは少ない。

▼７月末までに、希望するすべての65歳以上の方が接種を受けられる体制が整っている。

▼集団接種と個別接種を併用して実施しているが、医療機関における個別接種の予約の方が
多い。（接種枠の割合は、集団４：個別６）

▼６５歳以上の方のワクチン接種予約は、まだ可能である。【5月25日8時30分現在】
　▽専用WEBサイトとコールセンターでの接種予約
　　 ▶接種会場：中野区医師会館、15か所の区民活動センター、８か所の大規模接種医療機関
　 　▶７月１５日までの予約可能数：27,900

▼高齢の要支援者について、中野区がワクチン接種の予約を支援する。【5月31日～】　
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１　接種対象者と予約・接種スケジュール、接種回数の担保

▶医療従事者等（約10，200人）は除く。
▶コールセンター回線数70

対象 対象者数 接種券発送
予約開
始

接種
接種会場
（タイプ１）

接種会
場（タイ
プ２）

65歳以上の
中野区民

70,492
75歳以上：4/15 4/23 4/28～ ❶中野区医師

会館

❷大規模接種
医療機関８か
所

❸区民活動セ
ンター15か所
【３か所ずつ巡
回】6/1～

中野区
内医療
機関
13８か
所

65～74歳：5/14 5/21 5/21～

16歳～64歳
の中野区民

225,800

基礎疾患のある方：6/10 6/15 6/15～

高齢者施設等従事している
方：6/10

6/15 6/15～

それ以外の方：6/10 6/28 6/28～

予約方法

➡

コールセンター
（0570-03-
5444）
か専用WEBサ
イトで予約

各医療
機関へ
直接連
絡して予
約

このほか、高齢者施設や訪問型のワクチン接種を実施
する。

接種回数の担保　１週間で最大２０，０００回を超える接種体制を確保
▼中野区医師会館：週平均接種回数650回
▼区民活動センター：週平均接種回数6,900回
▼大規模接種医療機関（８箇所）・医療機関（１３８か所）：週平均接種回数１３，０００回　
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２　接種予定件数と接種実績

接種会場
2021年
4月

5月 6月 7月 8月 9月

中野区医師
会館

接種予定数 200 2,400 2,600 3,200 3,900 1,200

接種実績 ２００ 1,784

区民活動セ
ンター
(15か所・３
か所ずつ巡
回）

接種予定数 ー ー 20,520 26,100 31,860 30,240

接種実績 ー ー

医療機関
(146か所）

接種予定数 ー 19,620 47,160 49,480 47,340 47,880

接種実績 5 7,509

接種実績累計※ 205 9,293

中野区のワクチン接種体制
▼7月末までに希望するすべての65歳以上の方の接種が可能
▼ワクチンが本格供給される見込みの6月から約４か月で区民の６０％が接種可能
▼6月から約9か月ですべての区民への接種が可能

※接種実績累計は、ワクチン接種記録システム（VRS）への報告分。（5月24日20時現在）
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３　高齢の要支援者に対するワクチン接種の予約支援

▼現状・課題
　▽65歳以上の方の接種予約が開始しているが、「電話がつながりにくい」「スマホの
　操作がわからない」「どうすればいいのかわからない」といった声が中野区へ寄せら
　れている。
　▽7月15日までの接種予約枠にまだ空きがある。
　▽6月28日から１６～64歳の予約と接種が開始される。それまでに、高齢者の接種
　予約をできる限り完了していくことが望ましい。

▼支援内容
　7０歳以上の高齢者のうち、未だ接種を予約していない方に対し、中野区が保有する
要支援者台帳システムを活用して個別に勧奨し、接種を希望する方の予約を支援・代行
する。【無料】
　▽対象者：約30,407人＝要支援者台帳登録者35,989人のうち、ワクチン接種の
　予約をしていない方 （5月24日現在）
　▽支援実施期間　2021年5月31日～6月２5日 10時～16時　※土日除く
　▽支援の流れ

①要支援者台帳システムのデータとワクチン接種予約システムのデータを突合し、未予約
者を抽出する。
②中野区職員が電話により、ワクチン接種意向を確認し、支援実施期間中に区民活動セン
ター（15か所）へ誘導する。（電話番号が不明の方には、ポスティングを実施）　
③当日、中野区職員が各区民活動センターでワクチン接種予約を支援、もしくは代行する。


